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LTBR; D12S370; TNFCR; TNFR3; TNFRSF3; Tumor necrosis factor receptor superfamily
member 3; Lymphotoxin-beta receptor; Tumor necrosis factor C receptor; Tumor necrosis
factor receptor 2-related protein; Tumor necrosis factor receptor type Il
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	応用
	抗原情報
	背景
	リンホトキシンβ受容体(LTBR) ホモサピエンス この遺伝子は、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリーのメンバーをコードしています。この受容体の主なリガンドには、リンホトキシンα/β、および腫瘍壊死因子リガンドスーパーファミリーメンバー14が含まれます。コードされているタンパク質は、リンパ器官やその他の器官の発達、脂質代謝、免疫応答、プログラム細胞死におけるシグナル伝達に役割を果たします。この受容体の活性は発癌にも関連付けられています。複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2012年8月],機能:LTAおよびLTBを含むヘテロ三量体リンホトキシン、およびTNFS14/LIGHTの受容体。TRAF3およびTRAF5を介してアポトーシスを促進します。リンパ器官の発達に役割を果たしている可能性があります。,類似性:4つのTNFR-Cysリピートを含みます。,サブユニット:自己会合します。 TRAF3、TRAF4、TRAF5と会合する。HCVコアタンパク質と相互作用する。
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;IgA産生のための腸管免疫ネットワーク;
	画像データ
	

	LTBR抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	LTBR抗体を用いたHeLa細胞およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	LTβRポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

